
平成29年度 関東ジュニアゴルフ選手権男子決勝競技
組み合わせ及びスタート時間表 於：紫カントリークラブ・すみれコース

(第1ラウンド　18ホール・ストロークプレー) 男子15歳～17歳の部　参加人数 100名
1番よりスタート 10番よりスタート 男子12歳～14歳の部　参加人数 60名
組 時間　　 氏名 学校名／学年 組 時間 氏名 学校名／学年 組 時間 氏名 学校名／学年 組 時間 氏名 学校名／学年

大野 倖 旭中2 鈴木 晃祐 西武台千葉高2 井出 太陽 川上中1 佐久間 怜央 埼玉平成高2

岩井 巧 富岡西中1 大澤 優 開志国際高3 田中 雄貴 御徒町台東中3 守谷 玲雄 埼玉栄高3

鄭 優星 千城台西中3 井上 達希 聖光学院高3 竹原 佳吾 森村学園中2 内田 直輝 作新学院高3

佐藤 卓郎 烏山中3 池田 悠太 作新学院高1 藤澤 朋也 佐久長聖中3 佐藤 凌乃介 開志国際高1

上原 挑夢 太田休泊中3 井坪 佑介 埼玉栄高2 小林 拳史郎 栗ヶ沢中3 水田 竜昇 埼玉栄高3

中野 麟太朗 明治大学中野中2 石毛 一輝 印旛明誠高3 井上 和馬 立教池袋中3 丁 志優 千葉大宮高2

田島 健太郎 荒川中2 中村 勇貴 拓殖大学紅陵高1 吉田 凜世 雀宮中2 渋谷 晃太郎 代々木高2

斉藤 隼人 彦成中1 田辺 隆一 駒場学園高3 平山 幸作 早稲田実業中1 大栗 平 作新学院高1

菅野 義稀 小見川中3 千羽 祐介 静清高2 鈴木 隆太 野田第一中3 野口 裕太 杉並学院高3

小林 大河 東金町中2 平塚 優貴 横浜旭陵高1 小室 敬偉 成城学園中3 青木 竜真 埼玉平成高3

平野 誠一 行田中1 美村 凌我 ルネサンス高3 難波 大翔 浜松日体中2 中島 啓太 代々木高2

芳崎 陽紀 南毛利中3 浅野 文尊 佐野日大高3 塚原 悠斗 城東中3 片桐 悠佑 埼玉栄高1

佐藤 優后 川口中3 鈴木 敬太 埼玉栄高3 町田 竜成 赤塚第二中3 佐藤 隆起 埼玉平成高3

吉田 隼汰 川越第一中3 井伊 琢美 浜松日体高2 新垣 厚樹 浜松日体中3 上原 康平 伊東商業高3

岡野 正輝 富士見中2 岩崎 裕斗 佐久長聖高1 福井 勇悟 双葉台中2 池田 洋介 埼玉栄高2

宮部 澪央 水戸第四中3 石川 航 浦和高3 松岡 悠馬 関東学院中3 豊田 龍生 作新学院高2

小林 佑太朗 大里中3 岡田 大輔 浜松日体高3 比嘉 海人 佐久長聖中3 朝日向 翼 鹿島学園高3

山田 健悟 小平第二中3 和田 歩 杉並学院高1 鈴木 聡馬 二之江中3 五十嵐 瑠亜 開志国際高3

末広 大地 中条中1 宮城 慎太郎 埼玉栄高3 相原 涼汰 行田中1 織井 昭汰 佐久長聖高2

向後 太賀 旭第二中2 中村 竜 鹿島学園高2 柏俣 結生 東松山南中2 森山 友貴 日本ウェルネス高1

康 翔亮 日本大学豊山中2 水野 陽稀 多摩大学附属聖ヶ丘高2 高橋 大斗 栗橋東中3 杉田 龍英 佐野日大高2

藤澤 諒 甲府南中3 伊藤 泰良 千葉経済大学附属高3 中嶋 翔生 埼玉栄中3 植木 祥多 埼玉栄高3

林 恭平 日野南中3 相原 諒哉 代々木高2 吉沢 己咲 藤岡北中1 城 尚輝 早稲田実業学校高1

堀 太陽 勝田第一中2 田中 章太郎 日本ウェルネス高1 紫垣 大志 広尾学園中2 鈴木 辰海 拓殖大学紅陵高3

富永 龍輝 旭中3 寺辻 真生 正智深谷高1 石川 巧 鹿沼東中2 大貫 利樹 厚木北高3

戸﨑 拓海 日本大学第一中2 田村 将人 日体荏原高2 浅田 竜平 八王子学園八王子中3 本間 一太 埼玉栄高1

仲宗根 寛瑛 西柴中3 内山 晋作 佐久長聖高3 岩井 光太 川島中1 山内 大夢 明治大学付属中野高3

隅内 雅人 水戸第二中1 安部 高秀 埼玉栄高3 寺島 諒 裾野西中3 平野 達己 専修大学付属高2

堀越 勘太 鹿島学園高3 小山 大翔 日大三島高2 東城 幸翼 増穂中3 芦沢 悠 山梨学院高2

川上 猛鳴 堀越高3 中島 旺 国士舘高3 関 駿斗 名瀬中3 渡辺 真悟 翔洋学園高3

三田 真弘 代々木高1 平本 世中 厚木北高3 髙山 幸汰 旭町中2 鈴木 大哉 佐野日大高3

太田 誠人 松商学園高2 梅内 秀太郎 立教池袋高1 昌山 大暉 立教池袋中2 家村 真平 埼玉栄高2

武田 正輝 千葉学芸高3 新村 駿 佐久長聖高2 野本 未世夢 厚木北高3 高橋 夢人 開志国際高1

荒井 竜也 日本ウェルネス高2 山田 真輝 埼玉栄高1 野﨑 晃聖 桐蔭学園高1 白井 陸 佐久長聖高2

飛鳥井 正仁 厚木北高3 杉山 健太 明治大学付属中野八王子高3 岡部 祐太 静岡北高2 永田 裕紀 東海大学付属高輪台高3

金田 卓己 拓殖大学紅陵高1 古橋 尚大 立正大学付属立正高3 三倉 誠生 代々木高3 村岡 侑哉 埼玉栄高3

村上 拓海 千葉学芸高3 栗原 悠宇 埼玉栄高1 大塩 尚輝 安田学園高2 宮本 英門 杉並学院高3

市川 輝 日本ウェルネス高1 前田 光史朗 作新学院高2 河内 勝行 千葉大宮高2 佐藤 飛鳥 埼玉栄高2

馬場 裕康 明治大学附属中野八王子高3 岩富 凱也 開志国際高3 坂田 真都 埼玉平成高3 百岳 将希 拓殖大学紅陵高2

西片 太一 日本体育大学荏原高2 石坂 友宏 日本ウェルネス高3 岡田 圭太 ＩＭＧ　Ａｃａｄｅｍｙ高1 半田 紘夢 開志国際高3

競技委員長 　鈴木 淳
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平成 29 年度関東ジュニアゴルフ選手権 男子 12 歳～14 歳の部、男子 15 歳～17 歳の部決勝競技 
 

開 催 日 ：7 月 26 日(水)27 日(木) 28 日(金) 
開催コース ：紫カントリークラブ すみれコース 
 
本競技は日本ゴルフ協会発行のゴルフ規則とこのローカルルールと競技の条件を適用する。 
本書に記載の無い事項や追加変更がある場合は競技規定やプレーヤーへの通知文書、または競技会場での

掲示物に掲載されるので必ず参照すること。 
ゴルフ規則によって別に定められている場合や本書に罰が記載されている場合を除き、このローカルルールと

競技の条件の違反の罰は、「2 打」とする。 
 

ローカルルール 

 
1. アウトオブバウンズ(規則 27-1) 

アウトオブバウンズの境界は白杭をもって標示する。 
2. ウォーターハザード、ラテラル・ウォーターハザード(規則 26-1) 

ウォーターハザードは黄杭または黄線、ラテラル・ウォーターハザードは赤杭または赤線をもってその限界を

標示する。線と杭が併用されている場合は線がその限界を標示する。 
3. 修理地(規則 25-1) 

修理地は青杭を立て、白線をもってその限界を定める。 
16 番ホール右側の神社は、プレー禁止の修理地とする。 

4. 動かせない障害物(規則 24-2) 
(a) 排水溝 
(b) 人工の表面を持つ道路に接した排水溝(その道路の一部とみなす) 
(c) 動かせない障害物と白線でつながれている区域(その動かせない障害物の一部とみなす) 
(d) 距離標示用の人工のヤーデージマーク(パッティンググリーンの前後のものを含む) 

5. コースと不可分の部分 
ウォーターハザード内にある人工の壁や杭でできた構造物。 

6. パッティンググリーン上で球が偶然に動かされること  
規則 18-2, 20-1 は以下の通りに修正される。 
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、その球やボールマーカーがプレーヤーまたはキャデ

ィーや携帯品によって偶然に動かされても罰はない。その球やボールマーカーはリプレースされなければな

らない。このローカルルールはプレーヤーの球やボールマーカーがパッティンググリーン上にあり、いかなる

動きも偶然である場合にだけ適用する。 
注： パッティンググリーン上の球が風、水あるいは重力などの他の自然現象の結果として動かされたものと

判断された場合、その球はその新しい位置からあるがままの状態でプレーされなければならない。ま

た、そのような状況で動かされたボールマーカーはリプレースしなければならない。 
7. ホールとホールの間の白杭 

白杭を結ぶ線を越えていった球は、球が白杭を結ぶ線の向こう側のコース上に止まっている場合でも、アウ

トオブバウンズの球とする。 
 
 
 
距離表 
  Hole No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

Yards 430 386 421 546 390 178 512 200 355 3418

Par 4 4 4 5 4 3 5 3 4 36

10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN TOTAL

423 191 465 416 460 181 433 419 542 3530 6948

4 3 4 4 4 3 4 4 5 35 71



競技の条件 

1. 参加資格 
プレーヤーは競技規定に定められた参加資格を満たさなければならない。 

2. 委員会の裁定  
委員会は競技の条件を修正する権限を有し、すべての事柄について、この委員会の裁定は最終である。 

3. 使用クラブの規格 
(a) 『適合ドライバーヘッドリストの条件・付属規則 I(B)1a』を適用する(ゴルフ規則 176 ページ参照)。 
(b) 溝とパンチマークの規格 

『2010 年 1 月 1 日施行の溝とパンチマークの仕様とその競技の条件』(裁定 4-1/1)を適用する(付属規

則Ⅱ5c 注 2 ゴルフ規則 198 ページ参照、2016-2017 ゴルフ規則裁定集 79 ページ参照)。 
4. 使用球の規格  

『公認球リストの条件・付属規則 I(B)1b』を適用する(ゴルフ規則 177 ページ参照)。 
5. ゴルフシューズ 

正規のラウンド中、プレーヤーが金属製・セラミック製、または委員会がそれと同等と認めた鋲を有するゴル

フシューズを使用することを禁止する。この条件の違反の罰は競技失格。 
6. プレーの中断と再開 

(1) 通常のプレーの中断(落雷などの危険を伴わない気象状況)については、規則 6-8b､c､d に従って処置

すること。 
(2) 険悪な気象状況にあるため、委員会の決定によりプレー中断となった場合、同じ組のプレーヤー全員が

ホールとホールの間にいたときは、各プレーヤーは委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再

開してはならない。1 ホールのプレーの途中であったときは、各プレーヤーはすぐにプレーを中断しなけ

ればならず、そのあと、委員会よりプレー再開の指示が出るまでプレーを再開してはならない。プレーヤ

ーがすぐにプレーを中断しなかったときは、規則 33-7 に決められているような罰を免除する正当な事情

がなければ、そのプレーヤーは競技失格となる。 
険悪な状況による中断中は、委員会がオープンと宣言するまで、すべての練習施設はクローズとなる。

クローズとなった練習施設で練習しているプレーヤーは練習を止めるように要請される。その要請に従

わなかった場合、参加を取消しとすることがある。 
(3) プレーの中断と再開の合図について 

プレーの即時中断 ：1 回の長いサイレン 
プレーの中断 ：連続する 3 回の短いサイレン(繰り返し) 
プレーの再開 ：2 回の短いサイレン(繰り返し) 
と同時に、本部より競技委員を通じてプレーヤーに連絡する。 

7. 練習  
ホールとホールの間での練習を禁止する(規則7-2注2)『付属規則 I(B)5b』(ゴルフ規則181ページ参照)。 

8. 移動  
『付属規則 I(B)8 移動』を適用する(ゴルフ規則 183 ページ参照)。 

9. キャディー(規則 6-4 注) 
正規のラウンド中、プレーヤーが委員会によって指定された者以外をキャディーとして使用することを禁止

する。この条件の違反の罰は『付属規則 I(B)2』を適用する(ゴルフ規則 179 ページ参照)。 
10. 競技終了時点 

競技委員長の成績発表がなされた時点をもって終了したものとみなす。 
 

注意事項 
1. 競技の条件 5 項において規制されるシューズ以外でもパッティンググリーンに著しく損傷を与えるシューズは

使用禁止とすることがある。 
2. 予備グリーンは定義上「目的外のパッティンググリーン」であり、球が目的外のパッティンググリーン上にある

場合、プレーヤーは規則 25-3 に基づいて救済を受けなければならない。 
3. 競技委員会は競技中を含めいつでも、出場にふさわしくないと判断したプレーヤーの参加資格を取り消すこ

とができる。 
4. 競技委員会は規則 33-7 に基づき、すべての競技関係者、ギャラリーへの暴言等を含めエチケットの重大な

違反があったプレーヤーを競技失格とすることができる。 
5. 打放し練習場においては備付けの球を使用し、スタート前の練習は 1 人 1 箱(24 球)を限度とする。 

※使用クラブは、アイアンのみとする。 
6. アプローチ・バンカー練習場は、自己の球を使用すること(1 人 5 個まで)。 
 

競技委員長 鈴木 淳 



   

平成 29 年度 関東ジュニアゴルフ選手権男子決勝競技参加者 注意事項 

（紫カントリークラブ・すみれコース） 

 

次記の注意事項を厳守の上参加すること（違反した場合は出場停止とする場合がある）。 

【競技日、指定練習日、共通事項】 問い合わせ先：（一社）関東ゴルフ連盟（KGA）（ＴＥＬ：03-6278-0005）担当 栗原 

 

1. 入場   ：制服またはブレザーを着用のこと。ゴルフシューズでの入退場は厳禁とする。 

：クラブハウス内へのキャディーバッグの持ち込みは終日厳禁とする。 

 ※キャディーバッグはクラブハウス入場前に、各自クラブハウス外周を通りキャディーバッグ置 

き場の氏名と同じ場所に置くこと。キャディーバッグを置いた後、クラブハウス正面より入場 

し受付を行うこと。退場時も、精算終了後に同じ通路を使用してキャディーバッグを持ち帰 

ること。 

2. ドレスコード  ：襟付きシャツ（裾をズボンに入れること）を着用すること。 

：帽子を必ず着用すること （但しクラブハウス内では脱帽）。 

：サングラスの着用：可 

：機能性アンダーウェアの着用：可 

：半ズボンの着用：可（ソックスはくるぶしが隠れるものを着用すること） 

：カーゴパンツの着用：不可 

：上記以外は、別紙倶楽部ドレスコードを守ること。 

3. 食べ物の持ち込み ：レストラン指定場所での飲食のみ可とする（自己責任）。 

：レストラン指定場所以外での持ち込んだ食べ物の飲食は厳禁とする。 

 ※特にロッカーでの飲食は禁止する（違反した場合は出場停止とする場合がある）。 

4. レストラン  ：朝食、昼食とも利用可（通常メニュー：詳細は紫 CC、HP で確認すること） 

・第 3R は、1 番 10 番スタートとも 18 ホールを続けてプレーとするので注意すること。 

・第 3R は、軽食の準備はない（但し、カロリーメイト等の栄養補助食品、バナナの持参は可） 

5. プレー代  ：約 11,000 円（税込）4Ｂ≪練習ボール代、食事、売店代は別≫ 

・ゴルフ場利用税非課税措置の減税済み料金 

 ※満 18 歳の選手は、ゴルフ場利用税が軽減のため上記金額に別途 525 円追加される。 

・精算：各日精算（請求書扱い、複数日をまとめての精算は不可） 

・ロッカー：各日番号が異なる。 

・キャディー：あり（ゴルフバッグの運搬はキャディーが行う。） 

※目土は持参した目土袋を使用して各自が行うこと。 

※クラブは自らカートへ取りに行く等キャディーに頼らずセルフプレーを心がけること。 

6. 決勝競技参加料 ：料金：5,400 円（税込）。 第 1 ラウンド終了後のプレー代金の精算時に倶楽部へ支払うこと。 

7. ゴルフ場利用税非課税措置に関する手続きについて 

朝フロントでの選手受付時に指定の用紙に必要事項を記入すること。 

※学生証の提示等は必要ないが、学生証は必ず携帯していること。 

8. オープン時間  ：【競 技 日】（第 1・第 2Ｒ） 【クラブハウス 6：00】【レストラン 6：00】【練習場 6：00】 

：【競 技 日】（第 3Ｒ） 【クラブハウス 6：30】【レストラン 6：30】【練習場 6：30】 

：【指定練習日】  【クラブハウス 6：30】【レストラン 6：45】【練習場 6：30】 

9. 売店   ：クラブハウス、コース内ともに営業する。 

10. 浴室の使用  ：シャワーのみ利用可。タオル、バスタオルの貸出しは行う。 



   

・朝の脱衣場はストレッチスペースとして利用可 

11. 携帯電話  ：駐車場のみ使用可（クラブハウス内使用不可。コース内持ち込み禁止。） 

12. 第 3 ラウンド進出者数 ：7 月 21 日（予定）にＫＧＡホームページ掲載、及び決勝競技会場にて発表する。 

・第 3 ラウンドは、1 番 10 番スタートとも 18 ホールを続けてプレーすること。 

13. 第 1 位がタイの場合 ：即日委員会の指定するホールにおいてホールバイホールのプレーオフを行い優勝者を決 

定する。なお 3 名以上でプレーオフが行われる場合、優勝者以外のプレーヤーは 2 位タ 

イとする。  

14. 指定練習日  ：日 時：7 月 25 日（火） 

：予 約：全員出席として予約とするので、ゴルフ場、ＫＧＡへの連絡は必要ない。 

・欠場の場合のみＫＧＡまで連絡すること。 

・当日欠場の場合は、スタート前までに直接倶楽部に連絡すること。 

：組み合せ：ＫＧＡで決定する。（スタート時間、組み合せ等は選択できない。） 

※詳細は、別紙指定練習日組み合せ表で確認すること。 

・1 人 1 ラウンド限定とする。 

・2 球以上のプレーは禁止する（違反した場合は出場停止とする場合がある）。 

・ラウンドは選手のみで、一般プレーヤーの同伴は認めない。 

・キャディー：あり（ゴルフバッグの運搬はキャディーが行う。） 

15. 欠場の連絡  ：ＫＧＡまで連絡すること。 

・当日欠場の場合は、スタート前までに直接倶楽部に連絡すること。 

・無断欠場は認めない（無断欠場の場合は、厳重に処分する）。 

16. 欠場者があった場合 ：組み合せ及びスタート時間を変更することがある。 

17. 開会式  ：行わない。 

18. 表彰式  ：第 3 ラウンド競技終了後行う。第 3 ラウンド出場者は、必ず全員出席すること。 

・表彰式後日本ジュニア選手権の申込用紙を配布するので対象者は必ず残っていること。 

19. 練習場 

【打撃練習場】（有料） ：クラブ制 限 ：アイアンのみとする。（違反した場合は出場停止とする場合がある） 

 ：利 用 時 間 ：ス タ ー ト 前 →利用可（1 箱 24 球まで） 

  ：ホールアウト後 →最終組ホールアウト後の 30 分後まで利用可 

【アプローチ練習場】 ：自己の球を使用して 1 人 5 個まで とする。 

 :利 用 時 間 ：ス タ ー ト 前 →利用可 

  ：ホールアウト後 →最終組ホールアウト後の 30 分後まで利用可 

【指定練習パッティンググリーン】 :グリーン保護のために、球は 1 人 3 個まで とする。 

 :利 用 時 間 ：ス タ ー ト 前 →利用可 

  :ホールアウト後 →最終組ホールアウト後の 30 分後まで利用可 

 ※注意事項 ：長時間同じ場所からの練習はしないようにすること。 

  ：パッティンググリーン上での会話は慎むこと。 

  ※違反した場合は出場停止とする場合がある。 

※ 各練習場は、利用時間内であっても散水、メンテナンス等のため使用を一時中断、中止する場合がある。 

※ 指定練習グリーンとアプローチ練習場グリーンが近いので、9 ホール終了後、間違ってアプローチ練習場グリ

ーンを使用しないように注意すること。 

※ 第 3 ラウンド当日の各練習場の使用は、第 3 ラウンド出場選手のみ利用可とする。 

20. ゴルフシューズ制限 ：メタルスパイク禁止 



   

21. スコアカード  ：【競 技 日】指定のカードを使用し、スタート時に配布する。 

：【指定練習日】倶楽部の通常営業のものを使用すること。 

22. ゴルフクラブの保管 ：ゴルフ場では、預からないので各日必ず持ち帰ること。 

23. クラブバス  ：平常どおり運行する（紫カントリークラブＨＰで確認すること）。 

24. プレー中は ルールブック（2016 年度版）と目土袋、スコップ を常に携帯すること。 

・目土袋、スコップの貸し出しは行なわない（万が一忘れた場合はスタート前までに大会本部まで来ること）。 

※違反した場合は出場停止とする場合がある 。 

25. ルールその他で疑問が生じたときはすみやかに競技委員に報告すること。事後のクレーム等については一切認めない。 

26. 宿泊希望者は、各自インターネット等で調べて申し込むこと。 

27. 宅急便の利用は不可とする。 

28. クーラーボックスの設置は指定箇所のみ可とする。 

29. エチケット、マナーを守り、学生らしい態度で行動すること。 

30. 本競技のスコアは「トーナメントスコア」として KGA で一括して NEW J-sys に登録する。所属倶楽部・団体もしくはプレ

ーヤー本人が登録しないよう注意すること。 

31. スコアカードの提出は、エリア方式を採用する。 

32. 自己の体調管理には充分注意すること。またプレー中は飲み物を持参しこまめな水分補給をすること。 

33. 悪天候による中止等、競技に関する情報は KGA ホームページに掲載する。 

34. 日本ジュニアゴルフ選手権競技進出者数は、7月 21日（予定）にＫＧＡホームページ掲載、及び決勝競技会場にて発表

する。 

 

 

≪ＪＧＡジュニア会員 ・ NEW J-sys 登録について≫ 

関東ジュニアゴルフ選手権は、『ＪＧＡジュニア会員であること』及び『NEW J-sys 登録』が参加資格として必要です。 

競技日までに『ＪＧＡジュニア会員』の有効期限が切れている場合があるので、各自確認すること。また、『ＪＧＡジュニア会

員』の有効期限切れに伴い『NEW J-sys 登録』が更新されていない場合があるので併せて各自確認すること。 

有効期限の確認、手続き等は、日本ゴルフ協会ホームページ（www.jga.or.jp）『JGA ジュニア会員サービス』より行うこ

と。 

 

 

≪親権者、ゴルフ部顧問の皆様へ≫ 

 炎天下でのプレーとなりますので、選手の体調管理には充分ご注意ください。 

 こまめな水分補給を心がけるようにご指導ください。 

 飲み物はカートに積めますので、充分な飲み物をご準備ください。 

（ご参考までに）熱中症対策として、スポーツドリンクが効率的な水分補給といわれています。 



   

 

≪ギャラリーの皆様へお願い≫ 

 

【競技日、指定練習日共通】 

 

ドレスコード、注意事項、及び競技委員また倶楽部スタッフの指示をお守り頂けない場合、ご入場、ご観

戦をお断りや、ご退場いただくことがあります。来場の際には、節度ある行動を守り、倶楽部のドレスコー

ドに従い服装に注意してください。 

 

 

・服 装 ：別紙倶楽部ドレスコードをお守りください。 

 

・受 付 方 法 ：各日フロント前のギャラリー受付を行ってください。 

 ：指定の用紙に必要事項を記入しリボンを見える箇所に付けてください。 

 ：リボンの色は毎日変わります。 

 

・入場観戦場所 ：【クラブハウス内】立入可 

：【コ ー ス 内】 

1 番 10 番 17 番ティーインググラウンド周辺、9 番 12 番 18 番グリーン周辺のみ可 

 

・食 事 ：利用可≪現金精算のみ≫（ご利用いただける座席数と時間に制限があります。） 

※クラブハウス内、コース内への食べ物の持ち込みは禁止です。 

※第 3Ｒは、表彰式準備の関係で 12 時 30 分までの利用時間を予定しております。 

 

・カ メ ラ ：カメラ等撮影器具の持ち込み、撮影は禁止します。 

 

・携 帯 電 話 ：駐車場のみ使用可能です。クラブハウス内、コース内での使用は禁止します。 

 

・控 え 室 ：運転手控え室をご利用ください。 

 

 

※いかなる場所でも飛んできたボールには触れないでください。 

※競技中（昼食休憩中も正規のラウンド中です）の選手との接触はご遠慮ください（アドバイスと捉えられ

る可能性があります）。 

※クラブハウス内、コース内等の俱楽部内の事故、ケガに対しては、責任を負いません。 

 




